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１．単元名 ８章 データの分析 

 

２．単元の目標 

(1) ヒストグラムや相対度数，多数の観察や多数回の試行によって得られる確率についての基礎的な概

念や原理・法則などを理解するとともに，事象を数学化したり，数学的に解釈したり，数学的に表現・

処理したりする技能を身に付ける。 

(2) データの分布の傾向や不確定な事象の起こりやすさの傾向を読み取り，批判的に考察し表現したり

判断したりすることができる。 

(3) ヒストグラムや相対度数，多数の観察や多数回の試行によって得られる確率のよさに気付いて粘り

強く考え，数学を生活や学習に生かそうとする態度，問題解決の過程を振り返って検討しようとする

態度を身に付ける。 

 

３．単元の評価規準 

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度 

①ヒストグラムや相対度数など

の必要性と意味を理解してい

る。 

②コンピュータなどの情報手段

を用いるなどしてデータを表

やグラフに整理することがで

きる。 

③多数の観察や多数回の試行に

よって得られる確率の必要性

と意味を理解している。 

①目的に応じてデータを収集し

て分析し，そのデータの分布

の傾向を読み取り，批判的に

考察し判断することができ

る。 

②多数の観察や多数回の試行の

結果を基にして，不確定な事

象の起こりやすさの傾向を読

み取り表現することができ

る。 

①ヒストグラムや相対度数，確

率などのよさに気付いて粘り

強く考え，学んだことを生活

や学習に生かそうとしたり，

活用した問題解決の過程を振

り返って検討しようとしたり

している。 

 

 

４．単元のデザイン 

時

間 
学習活動・学習内容 

重

点 

記

録 
備考 

１ ・「10 秒感覚ゲーム」を全校生徒で実施するとき，どんなことを

知りたいか，問題を見いだすことができる。 

・「10 秒感覚ゲーム」についての２つの集団のデータを比較する

方法を考察することができる。 

 

 

 

 

 

 

思 

 

 思①：行動観察 

日 時 令和４年３月１５日（火）第４校時       生 徒 ７年Ｃ組 

授業場 ７年Ｃ組教室                      授業者 赤 本 純 基 
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２ ・平均値，中央値，範囲の必要性や意味を振り返り，それらの指標

を基に２つの集団のデータの特徴を比較することができる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

知  

 

知①：行動観察 

３ ・ヒストグラムの必要性や意味を振り返り，ヒストグラムから２

つの集団のデータの分布の傾向を捉え，判断の理由を数学的な

表現を用いて説明することができる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

思  

 

思①：行動観察，ノ

ート 

 

４ ・相対度数の必要性に気付き，それの意味を知り，相対度数を用い

て総度数の異なる２つの集団のデータの分布の傾向を説明する

ことができる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

知  

 

知①：行動観察 
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５ ・目的に応じて２つの集団のデータの分布の傾向を読み取ること 

ができるように，階級の幅の異なる複数のヒストグラムや相対

度数の度数分布多角形をつくり検討することができる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

知  知②：行動観察 

６ 

本

時 

・ある病院の待ち時間について，データの特徴を的確に捉え，60 分

未満の待ち時間ですむのは何時台なのかの判断の理由を数学的

な表現を用いて説明することができる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

思  

 

思①：行動観察，ノ

ート 

７ ・ある事柄の起こりやすさを調べるために実際に多数回の試行を

する経験を通して，ある事柄の起こる相対度数が，一定の値に近

づくことに気付くとともに，多数回の試行によって得られる確

率の意味を知る。 

知  

 

知③：行動観察 

 ８ 
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９ ・多数回の思考の結果を基に，不確定な事象の起こりやすさの傾 

向を読み取り説明することができる。 

 

 

 

 

 

 

思  思②：行動観察，ノ

ート 

10 ・単元全体の学習内容についてのテストに取り組み，単元で学習

したことがどの程度身に付いているかを自己評価できる。 

知 

 

思 

 

態 

〇 

 

〇 

 

〇 

知①～③：単元テ

スト 

思①～②：単元テ

スト 

態①：ノート 
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５．本時の目標（６/11） 

ある病院の待ち時間について，データの特徴を的確に捉え，60 分未満の待ち時間ですむのは何時台な

のかの判断の理由を数学的な表現を用いて説明することができる。 

 

６．本時のデザイン         「本時の目標」を達成するためのよりよい手立て（研究の視点）    

教師の働きかけ（🔴発問，▲補助発問，■指示・説明）◯子供の学習活動                 ◆留意点 ※評価 

１．待ち時間が 60 分未満の来院者数が一番多い時間帯はどの時間

帯かという問題を把握する 

●皆さんだったら，病院の待ち時間何分くらいまでだったら我慢

できますか？ 

  ◯10 分，30 分，60 分 など 

 🔴全国的な調査によると，病院の待ち時間が 60 分を超えると不 

満をもち始めることが明らかになっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  ◯予想 ８時台：□人，９時台：□人，10時台：□人，11時台：□人  

  ◯どの数値をみて考えればよいのかな？ 

 

 

 

２．データの特徴をもとに，判断の理由について話し合う 

 

 

 

 

 

 

 

🔴（①について）度数が 15 で一番大きいから，８時台が一番多い

ということでよいのかな？ 

 ◯60 分未満について考えているのに，0 分以上 30 分未満の階 

級が含まれていないのがおかしい。 

◆病院の待合室の様子を大型
モニタで見せて場面を想起
させた上で問う。 

◆徳永誠・渡邊進・中根惟武
（2006）．待ち時間と満足度
を組み合わせた外来患者調
査．日 本 医 療 マ ネ ジ 
メ ン ト学 会 雑 誌 
Vol.7,No.2,2006 ． pp.324-
328． 
https://www.jstage.jst.go.jp/
article/jhm2006/7/2/7_2_32
4/_pdf/-char/ja を参考にし
た。 

 

 

 

 

 

 

 

◆結果を予想する場面を位置
付ける。 

◆度数分布表を基に話合う場 
面を設定する。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
◆時間帯ごとの 60 分未満の人
数の大小とそれぞれの時間
帯の総度数の大小を関連付
けながら考えることを促し，

課題 比較的 60 分未満の待ち時間ですむのは何時台なのかについ

て，データの特徴をもとに，判断の理由を説明しましょう。 

問題 病院職員の太郎さんは，来院者に午前中の込んでいない時

間帯に受付をしてもらえるように提案したいと考えています。 

 次の度数分布表（右）は，ある日の受付をした時間帯ごとの待

ち時間を，「30 分未満」，「30 分以上 60 分未満」，「60 分以上 90

分未満」，「90 分以上 120 分未満」，「120 分以上 150 分未満」，

「150 分以上 180 分未満」に分け，来院者数をまとめたもので

す。 

待ち時間が 60 分未満の来院者数が一番多い時間帯はどの時間帯

でしょうか。 

８時台 ９時台 10時台 11時台

度数（人） 度数（人） 度数（人） 度数（人）

以上　未満

0～30 18 13 14 13

30～60 15 9 12 7

60～90 9 7 12 3

90～120 6 8 1 2

120～150 6 7 1 0

150～180 6 6 0 0

合計 60 50 40 25

階級（分）

時間帯ごとに分けた待ち時間の度数分布表

①８時台は 30 分以上 60 分未満の階級をみると，度数が 15 で

一番大きいから，８時台が一番多い。（不適） 

②８時台は 60 分未満の階級の度数をみると，度数が 33 で一番

大きいから，８時台が一番多い。（不適） 

③合計の度数が違うから割合で比べて，60 分未満のそれぞれの

時間帯の割合をみると，11 時台が 0.80 で一番大きいから，11

時台が一番多い。 

８時台 ９時台 10時台 11時台

相対度数 相対度数 相対度数 相対度数

以上　未満 以上　未満

0～30 0.30 0.26 0.35 0.52

30～60 0.25 0.18 0.30 0.28

60～90 0.15 0.14 0.30 0.12

90～120 0.10 0.16 0.03 0.08

120～150 0.10 0.14 0.03 0.00

150～180 0.10 0.12 0.00 0.00

合計 1.00 1.00 1.00 1.00

階級（分）
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  ◯（②）60 分未満の階級の度数をみると，８時台の度数が 33 

で一番大きいから，８時台が一番多い。 

◯相対度数で比べた方がよい。 

 ●相対度数で比べた方がよいという考えが出ましたが，どんなと 

きに割合で比べた方がよかったのかな？ 

 ◯前の授業で，総度数が異なるときには，相対度数で比べた

方がよいと勉強した。 

 ●相対度数で比べるとどのように判断することができるかな？ 

  〇（③）60 分未満の階級の相対度数をみると，８時台が 0.55，

９時台が 0.44，10 時台が 0.65，11 時台が 0.80 で 11 時台が一

番大きいから，11 時台が一番多い。 

 ●例えば，11 時台の 0.80 という相対度数はどのように求めたの

かな？ 

   

 

 

 

 

３．解決の過程を振り返る 

🔴（用語「累積度数」，「累積相対度数」を確認した上で）ここま

での学習を振り返って，「待ち時間が 60 分未満の来院者は，８時

台の方が 11 時台より多いとは言い切れない」と主張できる理由

について，累積相対度数を使った説明を書きましょう。 

   

 

 

 

 

 
      

🔴ある日の受付をした時間帯ごとの待ち時間を調べてきました。

それを基に、病院職員の立場に立って来院者へのお知らせを完成

させましょう。 

 

 

 

 

時間帯ごとに比較するため
には累積相対度数が必要で
あることに気付かせ，実際に
求めた累積相対度数を比較
し，60 分未満の来院者数の
累積相対度数が８時台より
11 時台の方が大きいという
傾向があることを確認し合
う。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
◆②の考えが出ない場合は，教
科書で別解として確認する。 

◆用語について，教科書でのお 
さえも確認する。 

◆話し合ったことをノートに
まとめることで，「待ち時間
が 60 分未満の来院者は，８
時台の方が 11 時台より多い
とは言い切れない」と主張で
きる理由について振り返る。 

◆８時台と 11 時台のそれぞれ
で待ち時間が 60 分未満の来
院者数について求めた累積
相対度数を用いて説明する
ことはできているが，その大
小の比較については明示し
ない生徒もいることが予想
される。そこで，判断の理由
について数学的によりよい
ものにするために，求めた累
積相対度数の大小関係に着
目したことをどのように表
現するかを確認し，理由の説
明の根拠の部分を数学的に
よりよいものへ洗練してい
く活動を取り入れる。 

※データの特徴を的確に捉え，
判断の理由を数学的な表現
を用いて説明している。（ノ
ート） 

◆分析して得られたことから
まとめる場面を設定する。そ
して，来院者の待ち時間をさ
らに詳しく調べるためには
どんなことを知りたいか問
いかける。 
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①60 分未満の階級の度数を総度数で割って，20÷25＝0.80 と求 

めた。 

②0 分以上 30 分未満の相対度数を 13÷25＝0.52 と求めて，30

分以上 60 分未満の相対度数を 7÷25＝0.28 と求めて，それらを

足して，0.52＋0.28＝0.80 と求めた。 

 

①累積相対度数は８時台が 0.55 と 11 時台が 0.80 だから，60 

分未満の来院者数は８時台の方が 11 時台より多いとは言い切 

れない。（不十分） 

②累積相対度数は８時台が 0.55 と 11 時台が 0.80 で 11 時台の 

累積相対度数の方が大きい。よって，60 分未満の来院者数は８ 

時台の方が 11 時台より多いとは言い切れない。 

 

当院を利用する皆さまへ（お知らせ） 

いつも当院をご利用いただきありがとうございます。診察まで時

間がかかるとの声をいただきました。申し訳ございません。当院

で調べたところ、あああああああああああああがわかりました。

来院される際の参考としてください。         病院長 

８時台 ９時台 10時台 11時台

累積相対度数 累積相対度数 累積相対度数 累積相対度数

以上　未満

0～30 0.30 0.26 0.35 0.52

30～60 0.55 0.44 0.65 0.80

60～90 0.70 0.58 0.95 0.92

90～120 0.80 0.74 0.98 1.00

120～150 0.90 0.88 1.00 1.00

150～180 1.00 1.00 1.00 1.00

階級（分）


